越中五箇山方言使用者としての一個人の所有する人称語彙 by 真田 信治
「
人
称
語
葉
特
定
の
個
々
の
人
物
を
指
し
示
す
（
同
の
（
日
）
と
き
に
用
い
る
表
現
の
形
式
を
「
人
称
表
現
形
式
」
と
呼
ぶ
。
そ
し
て
、
こ
の
人
称
表
現
形
式
の
構
成
に
参
加
す
る
要
素
（
語
）
の
集
合
を
、
こ
こ
で
「
人
称
語
彙
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る。越中五箇山とは、奔幽山県の西部に位置する、東砺波郡、平・上
平
・
利
賀
、
三
村
の
通
称
で
あ
る
。
こ
の
地
は
外
界
か
ら
隔
絶
し
た
秘
境
と
し
て
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
地
域
社
会
の
言
語
を
母
語
と
す
る
一
個
人
の
所
有
す
る
人
称
語
彙
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。
二
、
記
述
の
方
針
ま
ず
こ
と
わ
っ
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
本
稿
に
お
い
て
目
ざ
し
て
い
る
も
の
が
、
一
個
人
の
人
称
語
彙
の
総
索
引
を
作
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
語
と
語
と
の
組
み
合
わ
せ
の
型
と
、
そ
の
体
系
を
極
め
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う点である。以下、ここでの記述の手順に関して若干述べておく。
Ⅲ個人語彙
一地域社会において、その地域一一一一口語の体系と呼ぶべきものがある
とすれば、それは究極的には、その地域社会を構成するメンバー各
越
中
五
箇
山
方
言
使
用
者
と
し
て
の
一個人の所有する人称語彙
人
の
頭
の
中
に
も
構
築
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
個
々
人
の
そ
の
所
有
語
葉
の
質
お
よ
び
量
に
は
多
少
の
か
た
よ
り
が
あ
ろ
う
。
特
に
、
人
称
語
彙
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
に
お
い
て
は
、
そ
の
か
た
よ
り
は
か
な
り
の
大
き
さてあろうと予想される。しかしながら、語彙の体系を極めること、
つ
ま
り
、
そ
の
枠
組
み
の
検
討
と
い
う
立
場
か
ら
は
、
と
も
か
く
も
対
象
を
、
個人語彙（三・一の。この世界に求める必要があると考える。
この観点から調査者（筆者）は、その協力者、真田ふみ（筆者の
母）の所有語彙に記述を限定した。協力者は、五箇山の一集落（上
平村真木）に生まれ（一九二四年）、この地で育ち、また、壮年期
の
大
部
分
を
教
員
と
し
て
こ
の
地
で
過
し
た
人
物
（
た
だ
し
、
現
在
は
富
山
市
に在住、富山市立の中学校の教諭）である。なお、調査者自身も一
五歳までをこの地で送ったことをつけ加えておきたい。
②記述語彙のレベルについて
記述の対象を個人の所有語彙に限定するとしても、考えるべき多
くの問題がある、まずその語彙の中にも、不断のくつろいだ生活
の場で用いる語、改まった、いわば公的な場で用いる語、また、特
に改まらなくとも、話し相手（の出身地など）を配慮したときに用
真
田
信
治
3６
い
る
語
、
さ
ら
に
は
、
い
わ
ゆ
る
理
解
語
な
ど
、
種
々
の
レ
ベ
ル
の
も
の
が
腿
在
し
て
いる。それらは、共時的な立場において、厳密には、分けて考える必要
があろう。現実の言語行動の場において、時にこれら種々のレベル
の
も
の
が
混
り
合
っ
て
出
現
す
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、
使
用
者
は
、
そ
の
内省の段階においては、これら個々の語についてのレベル認識をも
っていると思われる。（もちろん、すべての言語使用者がそうだと
は限らないし、その意識の仕方についても程度の差はあろう。）
本
稿
で
は
、
あ
く
ま
で
、
協
力
者
自
身
の
内
省
に
従
い
、
日
常
の
く
つ
ろ
い
だ
場
、
家
庭
生
活
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
表
現
に
考
察
の
範
囲
を
限
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
ば
、
史
上
の
、
ま
た
は
架
空
の
大
人
物
な
ど
を
指し示す形式については、一応、考察の圏外においたわけである。
③調査の場について
調
査
の
実
際
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
．
ま
ず
、
調
査
者
（
筆
者
）
と
協
力
者
の
間
に
お
い
て
の
話
題
の
対
象
に
な
る
具体的人物（したがって、協力者にとっての職場での同僚や教え子な
ど
は
除
か
れ
る
。
）
と
い
う
限
定
の
も
と
に
、
協
力
者
か
ら
、
そ
の
連
想
の
おもむくままに人称語を報告してもらった。一方、調査者は、その記
鍬
の
段
階
で
、
調
査
者
自
身
の
内
省
に
よ
っ
て
、
補
充
、
修
正
す
べ
き
と
考
え
るものについて協力者に質し、その同意のもとに一部を補正した。
な
お
、
こ
の
過
程
は
再
三
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
し
た
。
調
査
記
述
の
期
間
は
、
昭
和
五
二
年
八
月
中
旬
の
一
週
間
で
あ
る
。
三
、
人
称
表
現
形
式
と
そ
の
構
成
協
力
者
（
以
下
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
と
呼
ぶ
）
か
ら
得
た
人
称
表
現
形
式
の
域
（
全
体
数
）
は
、
現
時
点
で
は
、
四
○
○
余
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
人
称
語
堆
の
体
系
を
帰
納
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
当
該
四
○
○
余
の
そ
れ
ぞ
れ
の
柵
成
に
つ
い
て
、
ま
た
、
対
象
に
な
っ
た
四
○
○
余
人
の
人
物
に
つ
い
て
、
相
互
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
仙
人
称
表
現
形
式
を
構
成
す
る
要
素
（
語
）
の
種
類
．
ま
ず
、
具
体
的
な
形
式
を
見
よ
う
。
人
称
表
現
形
式
と
は
、
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
「
①引刎川制②「ⅡⅡ引刻③引刑引刈ＨノＨⅡ判州刊刻④引引ノ判川
エ
サ
ン
⑤
ア
カ
オ
ノ
ウ
ラ
ノ
カ
ー
チ
ャ
ン
⑥
イ
ナ
ミ
ノ
ゴ
ボ
サ
マ
⑦ハチローセンセー‐⑧カンダサン
①は、ある個人の名前（人名）そのものである。また②は、親族
名そのものである。③は、家称語（屋号）と親族名とで構成されて
いる。傍線部分がその構成要素である（以下も同じ）。④は、屋号と
人名とで構成されている。⑤は、地名（ここでは集落名）と屋号と
親族名とで構成されている。⑥は、地名（町名）と職業名（御坊様
ｌ僧侶）とで構成されている。⑦は、姓と職業名（先生ｌ教師）と
で構成されている。一方、⑧は、ある個人の名字（姓）に「サン」
が付いた形である。
以上の例で見る通り、これら人称表現形式は、いくつかの要素（
語）を組み合わせて成り立っている。採集された人称表現形式の構
成要素を分析した結果、次の六つのグループを抽出することができた。
親
族
名
人
名
屋
号
姓
職
業
名
地
名
以下、これらに属する個々の要素について、順に見ることにしたい。
親
族
名
オージーチャン、オーバーチャン、ジーチャン、オジジ、ジーサ、
ジ
ー
ジ
、
バ
ー
チ
ャ
ン
、
オ
バ
バ
、
バ
バ
サ
、
バ
ー
バ
、
オ
ト
ー
サ
ン
、
ト
ー
チ
ャ
ン
、
ト
ー
サ
ン
、
オ
カ
ー
サ
ン
、
カ
ー
チ
ャ
ン
、
オ
ク
サ
ン
、
オ
バ
チャン、オジサン、ニーチャン、アンサ、，アニキ、オッサ、ネー
チ
ャ
ン
、
ネ
ー
サ
ス
ボ
ー
ヤ
こ
こ
で
の
親
族
名
と
称
す
る
も
の
は
、
個
人
間
の
親
族
的
な
関
係
を
表
わ
す
－３７－
も
の
で
は
な
く
、
個
々
人
の
所
属
す
る
「
家
」
の
中
で
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
座
（
切冨自切）を表わすものである。したがって、いずれも、「～家の□」
と
い
う
表
現
で
の
□
内
に
代
入
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
人名（個人の名前である。名十サンなどを含む。）
ク
ニ
、
ク
ニ
オ
、
タ
ツ
オ
、
ユ
キ
オ
、
タ
ケ
シ
、
オ
サ
ム
、
ヨ
シ
ハ
ル
、
タ
ケ
コ
、
ノ
リ
コ
、
ヒ
ロ
コ
、
ユ
キ
コ
、
ア
キ
コ
、
シ
オ
リ
、
ミ
ツ
ノ
リ
サ
ン
、
ノ
リ
ハ
ル
サ
ン
、
．
Ｉ
イ
チ
カ
ン
、
タ
ダ
オ
サ
ン
タ
カ
ッ
ジ
サ
ン
、
ヨ
シ
ノ
リ
サ
ン
、
イ
サ
オ
サ
ン
、
ノ
ブ
オ
サ
ン
、
セ
ー
キ
サ
ン
、
マ
サ
オ
サ
ン
、
ジ
ッ
オ
サ
ン
、
シ
ョ
ー
ジ
サ
ン
、
ヤ
ス
コ
サ
ン
、
カ
ズ
コ
サ
ン
、
キ
ヌ
ョ
サ
ン
、
ハ
ル
エ
サ
ン
、
エ
ッ
コ
サ
ン
、
ジ
ュ
ン
チ
ャ
ン
、
コ
ー
チ
ャ
ン
、
ミ
サ
オ
チ
ャ
ン
、
キ
ョ
ー
コ
チ
ャ
ン
、
エ
ッ
チ
ャ
ン
、
ユ
キ
チ
ャ
ン
、
ｅ
ｔ
ｃ
屋
号
（
後
掲
の
戸
籍
上
の
姓
と
は
別
の
、
家
称
語
で
あ
る
。
姓
と
屋
号
と
が
同
一
形
式
の
場
合
も
あ
る
が
、
こ
の
地
方
で
は
ど
の
家
も
必
ず
屋
号
を
もっている。）
ヒ
ガ
シ
、
ニ
シ
、
キ
タ
、
キ
タ
ン
ニ
ャ
、
イ
ナ
ミ
、
イ
ナ
ク
ボ
、
ク
ボ
、
タ
キ
、
コ
セ
、
コ
セ
ン
ダ
、
ソ
ラ
、
ヘ
ラ
、
ノ
ー
、
ハ
バ
、
シ
マ
、
タ
ン
、
タ
ン
ボ
、
タ
ナ
カ
、
オ
キ
タ
、
ミ
ス
カ
ミ
、
カ
ミ
ヤ
、
シ
モ
、
ウ
イ
グ
、
シ
ダ
、
エ１シダ、ヤマシタ、サカシタ、「ナカヤ、ムカイ、エムカイ、マ
エ
、
オ
モ
テ
、
ウ
ラ
、
ウ
ラ
ナ
イ
チ
、
ア
イ
チ
、
オ
モ
ヤ
、
デ
ー
エ
ヴ
ア
ラ
イ
、
ア
ラ
ヤ
、
シ
ン
ダ
チ
、
ク
ラ
、
ミ
ヤ
ノ
ク
ラ
タ
カ
ド
グ
チ
、
キ
ョ
ズ
カ
、
一
ア
ラ
、
マ
チ
、
コ
ー
ヤ
、
チ
ャ
ヤ
、
コ
ザ
カ
ヤ
、
オ
キ
ヤ
、
オ
ン
タ
ヤ
、
ダ
イ
ク
、
イ
ワ
ゼ
、
タ
ナ
ベ
、
マ
ル
チ
ョ
、
カ
ネ
エ
、
カ
ネ
ザ
キ
、
ア
ダ
チ
、
タ
ケ
マ
ル
、
イ
ッ
チ
ョ
モ
、
ジ
ロ
ベ
、
シ
コ
ク
ロ
、
ハ
チ
ロ
ー
、
ゴ
ロ
、
ゴ
ヘ
、
ロ
ク
ベ
、
ロ
ク
ョ
モ
、
ト
ー
ベ
、
ジ
ュ
ー
ベ
、
ジ
ン
ザ
エ
モ
、
チ
ュ
ー
ベ
、
チ
ョ
ー
ジ
ロ
ー
、
チ
ョ
ス
ケ
、
カ
ン
ニ
ョ
モ
以上の屋号は、すべて、インフォーマントの生育地、上平村内の
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。
姓
（
い
わ
ゆ
る
戸
籍
上
の
姓
で
あ
る
。
姓
十
サ
ン
を
含
む
）
ハ
チ
ロ
ー
、
カ
ワ
ハ
ナ
、
ナ
カ
タ
ニ
モ
ン
グ
チ
、
イ
ワ
セ
、
ミ
ヤ
ザ
キ
、
ト
ビ
タ
、
コ
モ
リ
、
カ
ワ
ダ
、
サ
イ
ト
１
、
サ
ト
ー
、
ノ
ム
ラ
、
イ
シ
ダ
、
シ
バ
タ
、
ミ
ッ
ダ
、
フ
ジ
タ
、
カ
ワ
モ
ト
、
カ
ト
１
、
サ
ド
ー
サ
ン
、
シ
モ
ノ
サ
ン
、
オ
１
タ
ニ
サ
ン
、
ヨ
シ
エ
サ
ン
、
ヒ
サ
ダ
サ
ン
ヘ
タ
ケ
ナ
ミ
サ
ン
、
カ
ン
ダ
サ
ン
、
ｅ
ｔ
ｃ
職業名
センセー、イシャやゴポサマ、カンヌシ、ジュンサ、（ト）ダイ
ク
、
ク
ス
リ
ヤ
。
．
、
・
数は少ない。ここに掲げうるものは、「教師」、「医帥」、厨恒伯」、
【神官」、「警一祭官」、「（戸〉大工」、二罪楽商」の七種である。
地
名
カ
ズ
ラ
、
ナ
ル
デ
、
コ
ズ
ラ
、
ア
カ
オ
、
イ
ワ
ノ
、
ア
タ
ラ
ッ
シ
ャ
、
タ
ノ
シ
タ
、
ナ
カ
ダ
、
シ
タ
ジ
マ
、
ウ
ル
シ
タ
、
ス
ガ
ル
マ
、
オ
ゼ
、
ホ
ソ
ジ
マ、オハラ、カイムクラ』カミナシ、シムナシ、カゴト、ソヤマ」
コ
ジ
ラ
カ
ワ
，
ミ
ノ
ガ
ン
、
セ
ン
ブ
ク
、
カ
ナ
ヤ
（
以
上
Ｐ
集
落
名
）
ト
ガ
、
シ
ョ
ー
ガ
ワ
、
イ
ナ
ミ
、
ジ
ョ
ー
ハ
ナ
、
フ
ク
ミ
ッ
、
ト
ナ
ミ
、
タ
カ
オ
カ
、
ト
ヤ
マ
」
カ
ナ
ザ
ワ
、
ワ
ジ
マ
コ
マ
ツ
、
マ
ル
オ
カ
」
ア
ッ
ミ
、
ナ
ゴ
ヤ
、
ギ
フ
、
キ
ョ
ー
ト
、
ナ
ラ
、
オ
ー
サ
カ
、
ト
ー
キ
ョ
（
以
上
、
市
町村名）
地
名
の
う
ち
の
多
く
は
集
落
名
で
あ
る
。
こ
の
集
落
名
に
関
し
て
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
生
育
地
へ
五
箇
山
郷
へ
特
に
上
平
村
内
の
も
の
が
っ
て
の
大
部
分
を
占
め
る
（
」
の
範
囲
で
示
し
た
も
の
が
上
平
村
の
中
で
の
集
落
、
」
の
範
囲で示したものが五箇山郷内の集落）。五箇山郷以外のものは少ない。
ま
た
、
市
町
村
名
に
関
し
て
は
、
北
陸
地
方
、
特
に
富
山
県
内
の
も
の
が
多
い
（』の範囲で示したものが富山県の中での市鬮町村、」の範囲で示し
たものが北陸地方域の市町）。北陸地方以外のものは七語であるが、
3８
このうちのキョート、ナラ、およびオーサカ、トーキョは地域単位
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
こ
こ
に
は
、
イ
ン
フ
ォ
１マントの生活圏といったものが如実に現われていよう。
②人称表現形式の構成パターンによる分類
前述のように、当該人称表現形式は、上掲各グループに属する種
々の語を組み合わせて成り立っている。
その構成の型としては、次のようなものがある。
Ａ
、
親
族
名
Ｂ
、
人
名
ｃ
、
屋
号
十
親
族
名
Ｄ
、
屋
号
十
人
名
Ｅ
、
地
名
十
屋
号
十
親
族
名
Ｆ
、
地
名
十
屋
号
十
人
名
Ｇ
、
地
名
十
親
族
名
Ｈ
、
地
名
十
人
名
－
、
地
名
十
職
業
名
Ｊ
、
地
名
十
姓
Ｋ
、
姓
Ｌ
、
姓
十
職
業
名
，
Ａ
の
型
に
お
い
て
表
現
さ
れ
る
の
は
、
四
人
、
い
ず
れ
も
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
トの「家」の人物である。Ｂの型において表現されるのは、三人、
対
象
は
Ａ
と
同
様
で
あ
る
、
ｃ
の
型
に
お
い
て
表
現
さ
れ
る
の
は
、
三
一
人
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
生
育
し
た
真
木
集
落
で
の
人
物
が
大
部
分
を
占
め
る
。
他
集
落
の
場
合
は
、
主
と
し
て
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
と
の
親
戚
関
係
に
あ
る
「家」の人物である。Ｄの型において表現されるのは、四二人、対
象
は
Ｃ
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
Ｅ
お
よ
び
Ｆ
の
型
に
お
い
て
表
現
さ
れ
る
の
は
、
二
六
○
人
、
す
べ
て
上
平
村
の
中
で
の
人
物
で
あ
る
。
Ｇ
お
よ
び
Ｈ
の
型
に
お
い
て表現されるのは、二五人、上平村の外での人物で、インフォーマ
ントとの親類関係にある者に限られている。Ｉの型において表現さ
れるのは、一三人、いずれも、職業上の関係で当該地に在住、また
は訪問する人物である。ＪおよびＫの型において表現されるのは、
二四人、インフォーマントと調査者との間において共通の話題にのぼ
る当該地域外の人物で、主として調査者側の友人である。Ｌの型（
～センセーという形式が大部分）において表現されるのは、二二人、
対象は、ＪおよびＫの場合とほぼ同様である。
以
上
の
そ
れ
ぞ
れ
の
型
に
お
い
て
表
現
さ
れ
る
対
象
は
、
い
ず
れ
も
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
に
と
っ
て
か
心
理
空
間
的
に
近
い
距
離
に
あ
る
人
物
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
特
に
、
親
戚
関
係
の
人
物
な
ど
は
心
理
的
に
ご
く
近
い
存
在
で
あ
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
ところで、ここでは、社会的（地理的）空間といった側面から、
こ
れ
ら
表
現
対
象
を
分
析
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
まず、ＡおよびＢのパターンで表現されるのは、いずれも家内で
の人物であり、インフォーマントにとって最も近い距離にある対象
である。
さらに、ＥおよびＦのパターンで表現されるのは、村内、すなわ
ち、インフォーマントにとっての、いわば周辺社会での人物である。
一
方
、
Ｇ
以
下
の
パ
タ
ー
ン
で
表
現
さ
れ
る
対
象
は
幟
、
主
と
し
て
村
外
の
人
物
で
、
心
理
的
に
は
と
も
か
く
、
地
理
的
距
離
の
点
か
ら
い
え
ば
、
遠
隔
社
会
での人物である。
すなわち、インフォーマントにとっての表現の対象になる人物は、
大略、「家」、「近隣社会」、「周辺社会」、「遠隔社会」でのそ
れぞれに分類することができるわけである。インフォ１マントを基
準とした、この、それぞれの社会の位置関係、および各社会に属す
る人物を表現する形式のパターンの分布を図示すれば、次のように
3９
ＧＨ なる。
Ⅳ■
３
』
。
ＩＪＫＬ
●インフォーマント自身
Ｉ家
Ⅱ近'灘社会
周辺社会Ｉ
Ⅳ遠隔社会
お
わ
り
に
本
稿
に
お
い
て
、
人
称
表
現
形
式
の
要
素
と
し
て
対
象
に
し
た
も
の
は
二
○
○
余
語
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
所
有
す
る
人
称
語
彙
の
全
体
を
お
お
う
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
完
全
記
述
はまさに今後の課題である。
しかしながら、はじめに述べたように、ここで目ざしたものは、
あくまで、表現形式にシステムを見出すこと、つまり、その枠組み
の把握ということであった。その観点からすれば《将来、新たな要
素が付け加わってくるとしても、以上の枠組みの中での量をふやす
だ
け
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
〈参考〉
真田信治「方言の語彙体系について」（『椙山女学園大学研究論
集
』
６
印
・
３
〉
真田信治「生活語彙体系の記述について」（『佐藤喜代論教授退
官
記
念
国
語
学
論
集
』
桜
楓
社
矼
・
６
）
真田信治「基本語彙・基礎語彙」（『岩波講座日本語」９蛇．
６） 〈注
〉
こ
こ
で
は
、
い
わ
ゆ
る
人
称
代
名
詞
や
人
間
集
団
を
指
し
示
す
と
き
の
言
語
的
手
段
な
ど
は
考
察
の
圏
外
に
お
い
た
。
（国立圃語研究所員）
－４０
